
欲しい暮らしは、自分で創る
(株)やどり木のこれまでと、これから



会社紹介

2019年３月 (株)やどり木設立
＊まちづくり会社（家守会社）として生まれる

※家守会社＝まちづくり事業を行い、収益を上げ町に賑わいを作り出

す民間自立型まちづくり会社

経営理念 ： 葛巻らしさの追究、表現、発信



私たちの暮らす葛巻町

＊人口 ： 約5900人
＊高齢化率 ： 約45％
＊面積 ： 434.96㎢
＊森林面積 ： 368.96㎢ 〈全体の84.6％〉
＊家住面積 ： 66.86㎢ 〈全体の15.4％〉
＊主な産業 ： 牛乳・乳製品

くずまき高原牛
山ぶどうワイン
そば・雑穀・炭



くずまきのまちなかの現状は？？

通過されるまちなか
・国道281号線
・盛岡～久慈間
・立ち止まるだけの理由が、まちなかにない
・人の集う空間がない
・駐車場もない

停滞した産業
・シャッター街、増える空き店舗

・商業の衰退
・後継者問題



くずまきのまちなかに望む未来

ヒトが集まり
何かコトが起きていて

いつも開かれている

誰かが町の未来を明るく語っていて
幸せで楽しくお金が循環している

そういう賑やかな場所をつくろう

このまちなかから、葛巻へ、その外側へ
賑わいをもう一度生み出そう



やどり木 役員紹介

南舘 則江 やどり木代表

企画・運営・発信担当

・岩手町出身

・子供４人と暮らす母親

・元小学校講師

・2013年葛巻町へ移住

・子育てサークル主宰を経て、2017年くずまきクラフト

市開催

・2019年3月起業

熊谷 由美 やどり木取締役

トータルデザインコーディネート担当

• 葛巻町生まれ

• 夫と3人の娘の5人暮らし

• 中学校3年まで葛巻町で過ごし、高校進学で盛岡へ。

• 高校卒業後、山形の東北芸術工科大学で日本画を学ぶ。

• 中学校の美術の講師として地元で勤務。2020年3月で
講師を退職。

• くずまきクラフト市実行委員会デザイン担当

• 2019年3月起業



MISSION

【やどり木の使命】

VALUES

【やどり木の使命を実

現するために大切にし

ていく価値】

VISION

【やどり木の使命が実現された姿、

将来像、めざす姿】

厳しい自然環境に育まれた山村の暮らし、文化や資源
の魅力を丁寧に編集し、町の持つポテンシャルを最大
限に引き出して、新たな喜びとなる豊かな価値と産業
を生み出す。

＊デザインにより素材の価値を高める
＊エコな価値観の再発見
＊葛巻に暮らす女性の葛巻愛の表現
＊町の課題解決を面白がる視点
＊共感いただける投資家の出資、金融機関の融
資による、補助金に頼らない自立した経営

・地域資源を生かした新たな産業の発信源となり、
まちなかを中心としたエリアの魅力・価値向上
を目指す
・地域内経済を回しながら、将来に渡り持続可能
な発展を続ける町のけん引役となる





(株)やどり木のできるまで



１、くずまきクラフト市

２０１７年秋 葛巻初のクラフトイベント開催

くずまきクラフト市実行委員会＝町在住の女性６人、完全有志

町家 × 手仕事・クラフト

役場所有の元炭商家
『旧遠藤邸』を活用

「使わせてください！」

６人が好きなモノ
得意なモノ

この地域に根付く
文化



初回約20組のクラフト・フード出店者
～2020秋まで計６回 最高１０００人（2日間）の来場者記録
「ここは葛巻じゃないみたい・・・」



力を入れたポイント・コンセプト

①私たちも手作りで開催 〈自分たちの得意、出来ること〉

装飾、看板、ロゴ、チラシ

②オリジナルグッズ制作販売 〈町の良さ、特性を形に〉

ふろしき、エコバック、マスキングテープ、クリアファイル

③出店者さんへの声掛けは、「北いわて」メイン

県南とは違う文化 〈エリア、立地の特性〉



手作りのチラシ、装飾



オリジナルグッズ



プロでも専門的でもないわたしたちが・・・

自分たちの好きなことを

自分たちの出来ることの最善で

愉しんで創り出すイベント

私たちにもやれるんだ！！

くずまき、すごい！！

まちづくりが、ジブンゴトに

町の人が喜んでくれた

町の人が、葛巻の良さを認め始めた



２、くずまき型ＤＭＯ ２０１６年度～

「まちなか検討部会」

シャッター街となったまちなかの

商店街を、旧遠藤邸を中心に賑わ

いの再創出を図る検討部会



〈くずまきまちづくりエリアビジョン〉2019.3策定

〔くずまきまちなかエ
リアリノベーション〕

５年後の未来のまちなかの風景を描
いたビジョン

まちなかで、人々が愉しみながら仕
事や暮らしを創り出し、営んでいる
姿

町の人々が充実して暮らす様子を発
信していくことが、結果として観光
や関係人口を生み出すもの



１）エリアビジョンのプレイヤーとして、家守事業を進めること

２）次なるプレイヤーの創出を図る

・ナリワイづくりサポート事業

・イベント等で空き店舗利活用

実現のためのやどり木のミッション



町のリソースを最大限活用した、居場所つくりを

①まちなかの空き店舗借りる

＊元は衣料品店
＊2019年１０月末から店舗のセルフリノベーション

②作るときから、関わってくれる人を増やし
たい、まちづくりをジブンゴトにしてくれる
人を増やしたい

＊約７０人くらいの人が手をかかって完成
＊町内外から参加
＊断熱をしっかりかけた







Ｃａｆｅやどり木 2020年２月オープン

１、飲食提供（地産地消／ふたりの得意なところ）



Ｃａｆｅやどり木 2020年２月オープン

２、グッズ制作、販売（オリジナル／コラボ／地元の産物）



Ｃａｆｅやどり木 2020年２月オープン

３、ポップアップイベント（町にないコンテンツ）



Ｃａｆｅやどり木 2020年２月オープン

４、レンタルスペース（チャレンジする人を応援）



これからのやどり木とまちづくり



ここまでの気づき・これから意識していくこと

＊民間プレイヤーが地域内経済を循環していくこと

＊女性プレイヤーのエネルギーを活かすこと

＊まちにあふれるリソースを活かすこと

＊まちに暮らす人々が、まちづくりをジブンゴトとできること

＊北いわてというエリアを意識していく必要性

＊次なるプレイヤー候補の応援、サポート事業



欲しい暮らしは、自分で創る とは・・・



あるものに目を向ける

×

やりたいこと・好きなこと・出来ること

×

まちの困りごと



町に暮らすのが

愉しい

町にお金落とす

町が潤う

魅力的なコンテ

ンツ増える

欲しいコンテンツが、まちなかで手に入る仕掛けをする



「望む暮らしづくり」は、まちづくり

私たちがまち暮らしを愉しみながら、
確実に経済循環を生み出し

収益を上げていくことで

まちづくりが「ジブンゴト」になる
仲間を増やしていく使命



ご清聴ありがとうございました


